
 

 

とう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

世界の中でも高齢化が最も深刻な日本では，５人に１人が高齢

者という超高齢社会を迎え，高齢化に対応した地域づくりが不可

欠となっている 1）。特に高度経済成長期に建設されたニュータウ

ンでは，団塊の世代を中心とする人々が一定期間に大量に入居し

たために，これらの世代がいっせいに高齢期を迎えることが課題

となっている2）。昭和42年に入居が開始された泉北ニュータウン

では，平成21 年に高齢化率が20％を越え，今後ますます高齢化

が加速することが想定されている3）。 

高齢者が健康で快適な暮らしを実現していくためには，散歩や

健康運動，自然との触れ合いといった屋外でのレクリエーション

行動が重要な役割を果たすが，そのためには特に自宅近隣の公的

空間の整備が重要と考えられる 4）。泉北ニュータウンは，自然地

形を活用した公園や緑地が自動車交通と分離された安全な歩行者

ネットワークを形成する公園緑地系統が計画的に整備されている。

このような公園緑地系統は，高齢者の散歩や健康運動などの場と

して利用されており，ニュータウンの居住魅力を高める上で重要

な資産であることが指摘されている 5）。泉北ニュータウンにおい

ては，高齢者の散歩において最もよく利用されるのが公園であり，

それに次いで緑道も頻繁に利用される空間となっていることが報

告されている6）。朴ら7）は，高齢者の公園の利用特性と来園距離

との関係について，利用目的や手段の違いによって誘致圏域が異

なることを明らかにしている。また，下村ら8）は自宅と最も利用

する公園の位置関係を調査し，最も近い公園を最もよく利用する

とは限らないことを明らかにしている。これらの研究ではいずれ

も，公園選択には公園までの経路が関係していることが指摘され

ているが，経路の特性については言及されていない。また，公園

への移動経路についての既往研究を見ると，高取ら9）は街区内を

移動するのに，河川沿いや公園内部などの緑の多い道路を通るた

めの迂回などが発生していることを明らかにしている。しかし，

この研究は健常者を対象としたものであり，高齢者利用に対応し

た経路選択については言及していない。 

そこで，本研究では泉北ニュータウンに居住する高齢者の代表

的な屋外レクリエーションの場所である公園までの経路の特性を

把握することで，計画的に整備された公園緑地系統が高齢者の移

動において果たす役割を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

高度経済成長期に建設され，高低差のある丘陵地に位置する泉

北ニュータウンは，近隣住区論に基づいて近隣公園や街区公園と

いった住区基幹公園と児童遊園が配置され，近隣公園と街区公園
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図－1 泉北ニュータウンの土地利用と地形との関係 
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が緑道によって連結された公園緑地系統を持っている。図－1 は

泉北ニュータウンの土地利用と地形との関係性を示したものであ

る。尾根筋や谷筋に沿って公園緑地系統が配置され，道路とは立

体交差した歩車分離の考え方による緑地計画によって住区の骨格

が形成されているといった特徴を持っている。調査対象は，この

ような泉北ニュータウンの特徴を持った典型的な住区であり，公

園緑地系統が住区の中央部に東西に横断している槇塚台住区を対

象とした。槇塚台住区内の公園及び緑地の分布特性を把握するた

めに，公園及び緑地の位置を図－２に，各公園の面積を表－1 に

示す。槇塚台住区には近隣公園である槇塚公園と街区公園である

槇塚らくだ公園，槇塚かもしか公園が東西につながる緑道に接続

するように配置され，槇塚第１公園から第10公園までの10箇所

の児童遊園が住区内に均等に配置されており，近隣住区理論に基

づく公園緑地系統が整備されている。 

調査は，まず槇塚台に居住する高齢者の屋外レクリエーション

の代表的な目的地である最もよく行く公園の位置とそこまでの経

路やその選択理由等を把握するためにアンケート調査を実施した。

アンケート項目は，回答者の属性を把握するための「年齢」，回答

者の屋外レクリエーション行動のポテンシャルを把握するための

「外出頻度」，「外出手段」と，屋外レクリエーション行動の経路

に関する「最もよく行く公園までの経路」及び「その選択理由」

である。なお，経路については槇塚台住区の地図を示し，その上

に自宅の位置と最もよく行く公園の位置及びそこまでの経路（以

下，利用経路という）について書き込んでもらうサインマップ法

で実施した。アンケート調査は槇塚台住区の住民によって組織さ

れる自治連合会の下部組織であり，60歳以上の住民約300名から

なる老人会に依頼し，老人会の会員にアンケート調査票を 2012

年８月に配布してもらい，９月に調査票を回収する留置き方式で

実施した。なお，老人会の加入率は約14％である。 

利用経路については，車との接触機会等の影響を把握するため

に，2012 年堺市発行の堺市公園緑地図と2010 年の住宅地図（ゼ

ンリン株式会社）を用いて，「公園内緑道」，「緑地内緑道」，「幹線

道路の歩道」，「区画道路」，「団地内通路」の５つの種別に分けて

延長距離を計測した。なお，泉北ニュータウンの緑道は，都市公

園内の主園路と都市計画緑地内の主園路とが連続して一つの緑道

ネットワークを形成していることから，都市公園内の主園路及び

都市計画緑地内の主園路をそれぞれ「公園内緑道」，「緑地内緑道」

と表記することとした。また，どの利用経路がよく選ばれている

かを把握するために，回答者全員の利用経路を重ね合わせ，回答

者数を母数とし，そのうち何人がその利用経路を選択したかを割

合で示した利用集積度を「10％未満」，「10以上20％未満」，「20％

以上30％未満」，「30％以上」の４段階で区分して把握した。  

次いで，利用集積度が10％以上の経路については，各経路の特

性を把握するために，道路種別と利用集積度の変化点を基点とし

た区間に分割し，経路１～11までの番号を付した上で，各経路の

「延長距離」，「道路幅員」，「平均縦断勾配」，「緑被率」の項目か

らなる経路特性を把握した。「道路幅員」，「縦断勾配」は2008年

堺市発行の地形図（1/2，500）より計測した。「緑被率」について

は，既往研究から触れ合いの発生する距離（0.5ｍ～７ｍ）10）や

樹木配置の視程範囲（２ｍ～10ｍ）11）を参考に緑を身近に感じる

距離を５ｍと設定し，前述の地形図と2008年堺市発行の緑の現況

調査図（1/2，500）を GIS（Arcview Ver.10）によってオーバー

レイし，経路となる道路の境界から５ｍ以内の範囲にある樹林地，

低木地，草地の３区分についての緑被率を把握した。 

さらに，アンケート調査のサインマップ法から得た利用経路が

自宅から最もよく行く公園までの最短距離の経路（以下，最短経

路という）となっているかどうかを確認するために，前述の GIS

のネットワーク解析機能を用いて，各回答者の自宅と最もよく行

く公園を結ぶ最短経路を割り出し，利用経路と最短経路が異なる

ケースを抽出した。利用経路と最短経路が異なる場合には，それ

ぞれの経路の特性を比較するために，前述の調査方法により，道

路種別ごとの「延長距離」，「最小幅員」，「最大幅員」，「最大縦断

勾配」，「平均縦断勾配」，道路境界から５ｍ以内の「緑被率」を計

測した。さらにハザードとなる要素の状況を把握するための「階

段」の段差数，５cm以上の「段差」の箇所数，および休息のため

の要素の状況を把握するための経路上の「ベンチ」の数を現地踏

査によって把握し，これらの項目を経路特性と定義し，その特性

を把握することで経路選択に影響を与える要因を探った。 

 

３．結果と考察 

（１）アンケート調査による利用経路の結果と考察 

（ⅰ）回答者の属性 

アンケート調査の有効回答者数は 81 人（男性 36 人，女性 45

人）であった。回答者の年齢構成を表－2に示す。回答者81人の

うち70歳以上74歳未満が24人，75歳以上79歳未満が38人で

あり，70代の割合が76.5％と回答者の大部分を占めている。 

（ⅱ）外出頻度及び外出手段 

回答者の屋外レクリエーション行動に対するポテンシャルを把

握するために，回答者の外出頻度を表－3 に，主な外出の手段を

表－4に示す。毎日外出する人が30人，週5日程度外出する人が

年齢（歳） 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85以上 合計

人数（人） 3 6 24 38 8 2 81

割合（％） 3.7 7.4 29.6 46.9 9.9 2.5 100.0

頻度 毎日
週5日
程度

週2,3日
程度

週1日
程度

あまり
外出しない

回答なし 合計

人数（人） 30 29 16 4 1 1 81

割合（％） 37.0 35.8 19.8 4.9 1.2 1.2 100.0

徒歩
シルバカー

を押して 手動
電動・

シニアカー バイク 自家用車

人数（人） 40 1 9 0 0 5 10 15 1 81

割合（％） 49.4 1.2 11.1 0.0 0.0 6.2 12.3 18.5 1.2 100.0

自動車
自転車

公共
交通
機関

その他 合計手段
歩行 車いす

表－2 アンケート回答者の年齢構成 

表－3 アンケート回答者の外出頻度 

表－4 アンケート回答者の外出手段 

種別 公園名 面積（㎡）

近隣公園 槇塚公園 31,357
槇塚らくだ公園 3,974
槇塚かもしか公園 3,640
槇塚第1公園 835
槇塚第2公園 621
槇塚第3公園 926
槇塚第4公園 637
槇塚第5公園 827
槇塚第6公園 798
槇塚第7公園 486
槇塚第8公園 635
槇塚第9公園 902
槇塚第10公園 406

街区公園

児童遊園

表－1 槇塚台住区の公園面積 
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29 人，週２，３日外出する人が16 人であり，週２日以上は外出

する人の割合が92.6％と回答者の大部分を占めており，回答者の

ほとんどは屋外レクリエーション行動を楽しむ健常な高齢者であ

ると言える。主な外出の手段については，徒歩が40人と約半数で

最も高い割合を占めている。次いで公共交通機関が15人であり，

駅やバス停までの移動も考えると回答者の外出には徒歩が主要な

手段となっていることが分かる。 

（ⅲ）利用経路の特性 

サインマップ法によって得られた回答者の利用経路の特性を把

握するために，利用集積度を図－2 に示し，その道路種別ごとの

距離を表－5に示す。また，利用集積度10％以上の経路には図－

2に番号を付し，その経路特性を表－6に示す。 

利用集積度別に経路の特性について把握すると，利用集積度

30％以上は経路④のみであり，住区西部に位置する公園内の緑道

で，延長距離は 58ｍである。道路幅員は３ｍあり，縦断勾配は

1.3％とほぼ平坦である。緑被率は100％であり，樹林地によって

覆われている。 

利用集積度20％以上30％未満は，経路③，⑧，⑨，⑩の４経路

である。経路③，⑧はいずれも経路④と連続する公園内の緑道で

あり，２経路の合計延長距離は 164ｍである。幅員はいずれも３

ｍ，縦断勾配は経路③が 2.9％，経路⑧1.4％とほぼ平坦である。

緑被率は経路③が97.9％，経路⑧が89.6％とどちらも高く，樹林

地によって覆われており，経路④と同じような平坦で緑被率の高

い経路特性を持っている。一方，経路⑨，⑩は近隣公園に接続し

た住区中央に位置する緑地内緑道で，２経路の合計延長距離は

309ｍである。幅員はいずれも３ｍ，縦断勾配は経路⑨が7.8％と

やや傾斜があり，経路⑩は 1.9％とほぼ平坦である。緑被率は経

路⑨が80.1％，経路⑩が73.7％とどちらも高い。 

利用集積度10％以上20％未満は，経路①，②，⑤，⑥，⑦，⑪

の６経路あり，合計延長距離は 740ｍである。経路①，⑥，⑦は

いずれも近隣公園に隣接する区画道路であり，合計延長距離は

198ｍである。経路①，⑥は緑道に接続しており，経路⑦は緑道と

並行している。幅員は５～９ｍと広く，縦断勾配は0.3％～2.2％

とほぼ平坦である。緑被率は，39.2％～65.5％と他の経路と比較

してやや低くなっている。経路②，⑤は公園内の緑道であり，合

計延長距離 146ｍである。幅員は経路②が５ｍと広いが，経路⑤

は２ｍとやや狭くなっている。縦断勾配は経路②が 5.8％，経路

⑤が7.6％とどちらもやや傾斜がある。緑被率は経路②が74.0％，

経路⑤が84.3％とどちらも高い。経路⑪は住区中央に位置する都

市緑地内の緑道であり，延長距離は 396ｍである。幅員は３ｍ，

縦断勾配は3.0％，緑被率は75.3％である。 

利用集積度10％未満の経路については，公園内の緑道が101ｍ，

緑地内の緑道が1，025ｍ見られるものの，住区全体に渡る区画道

路が5，229ｍと最も多く，次いで幹線道路が1，917ｍ，団地内通

路が1，719ｍとなっており緑道以外の割合が高くなっている。 

以上の結果より，特に利用集積度の高い 30％以上，20％以上

30％未満の経路については住区を東西に横断する公園内及び緑地

内の緑道が選択されており，反対に10％未満の経路では緑道以外

の道路の割合が高いことが明らかとなった。利用集積度10％以上

の経路については，道路幅員は概ね３ｍ以上である。移動等円滑

化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令12）におい

て「歩道の有効幅員は道路構造令 13）第十一条第三項 に規定する

幅員の値以上とするもの」とされており，道路構造令の規定によ

り歩行者の交通量が多い道路は 3.5ｍ以上，その他の道路は２ｍ

以上が基準値となっていることから，利用集積度10％以上の経路

は，交通量の多くない道路の場合の基準値である２ｍ以上の幅員

が確保されている。また，縦断勾配は前述の省令において「歩道

等の縦断勾配は，五パーセント以下とするものとする。ただし，

地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合において

は，八パーセント以下とすることができる」とされており，利用

集積度 10％以上の経路の縦断勾配は地形の状況等によりやむを

得ない場合の基準値である８％以下に収まっている。緑被率につ

いては，公園内及び緑地内の緑道で特に高く，最も低い経路⑩で

73.7％，最も高い経路④では 100％となっている。また，そのう

ち樹林地の緑被率は最も低い経路②で70.8％を占めており，緑道

は７割以上を樹木によって被われた緑陰の多い経路となっている

図－2 槇塚台住区の公園緑地系統及び最もよく行く公園までの経路の利用集積 
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ことが明らかとなった。 

（ⅳ）利用経路の選択理由 

回答者の利用経路の選択理由を表－7 に示す。選択理由につい

ての設問は複数回答可として，選択肢のうち当てはまるものすべ

てに回答を求めた。利用経路の選択理由の傾向を見てみると，「自

宅から最も近い経路だから」が全体の71.4％と最も高い割合を占

めており，高齢者は公園までの移動において，距離の近さを最も

重視することが分かる。次いで「車の通行がなく，安全に行ける

から」が42.9％，「緑が多くて，心地よいから」が39.0％と続き，

経路の安全性や快適性も選択の理由となっていることが分かる。 

（ⅴ）アンケート調査のまとめ 

 以上のアンケート調査結果から，回答者は70歳代を中心とする

高齢者であるが，回答者の９割以上が週２日以上は外出している

健常な高齢者であり，高齢化が進展するニュータウンにおいてこ

のような活動的な高齢者の屋外レクリエーション行動のための移

動経路を保障することの重要性が確認できる。住区内の利用経路

のうち，利用集積度の高い経路は緑道に集中しており，最もよく

行く公園までの移動に緑道が利用されていることから，泉北ニュ

ータウンの公園緑地系統は高齢者の屋外レクリエーション行動を

支える重要な経路として機能していると考えられる。高齢者はこ

のような利用経路の選択理由として，距離の短さを最も重要視し

ているものの，安全性や快適性も意識しており，歩行者交通量の

多くない場合の幅員や地形等によりやむを得ない場合の勾配によ

って高齢者の移動を保障する条件が満たされていることに加え，

歩車分離により車との接触の危険性がないことや樹木による緑被

率が高く緑陰を歩くことができるといった緑道の持つ快適性が高

齢者の経路選択に影響を与えているものと考えられる。 

（２）最短経路と利用経路の比較 

次に，GIS のネットワーク解析を用いて抽出した最短経路とサ

インマップ法によって得られた利用経路との比較考察を行った。

被験者81 人のうち，78 人は最短経路と利用経路が一致していた

のに対し，最短経路を選択していない被験者が３人抽出された。

この３人の最短経路と利用経路の経路特性を比較したものをそれ

ぞれケースⅠ，Ⅱ，Ⅲとして，図－3～5及び表－8に示す。 

ケースⅠの被験者は，利用経路の選択理由について「車の通行

がなく，安全に行けるから」をあげている。これに対し，利用経

路の経路特性は，最短経路と比較して以下のような特徴を持って

いる。延長距離は，最短経路は526ｍ，利用経路は846ｍと約300

ｍ長くなっている。次いで，道路種別について見ると，最短経路

は団地内通路が269ｍ，幹線道路の歩道が141ｍ，区画道路が117

ｍを占めているのに対し，利用経路では団地内通路は 120ｍに限

定され，区画道路も16ｍと短くなっており，緑地内緑道が394ｍ，

公園内緑道が 140ｍと緑道が優占している。これらのことから，

利用経路は最短経路と比べて，車との接触の危険性のない緑道の

延長が長くなっており，「車の通行がなく，安全に行けるから」と

いう選択理由に合致している。 

次に，他の経路特性について見てみると，まず，縦断勾配は，

最短経路の最大縦断勾配は 6.6％であるのに対し，利用経路の最

大縦断勾配は 8.2％と最短経路と比べて急な区間が認められるも

のの，その区間の延長距離は約20ｍに限定されている。一方，平

均縦断勾配は，最短経路で3.7％，利用経路で2.8％と利用経路の

方が緩やかである。段差の箇所数は３箇所と同じであるが，階段

数は最短経路の54段に対して利用経路は41段と少ない。ベンチ

の数は，最短経路の７箇所に比べて，利用経路では3箇所と少な

い。緑被率を見ると，利用経路では61.5％と最短経路の51.4％と

比較して高くなっている。これらのことから，被験者は選択理由

としてあげていないものの，利用経路は最短経路と比較して，経

路の安全性に加え，平均縦断勾配が緩やかで階段数が少なく，緑

被率が高いという経路特性を持っており，このような経路特性が

高齢者の移動経路の選択に影響を与えているものと推察される。 

ケースⅡの被験者は，利用経路の選択理由について「その他」

と回答しており，その内容は経路特性との直接的な関係性は指摘

されていない。延長距離を見ると，最短経路は 363ｍ，利用経路

は589ｍと約200ｍ長くなっている。次いで，最短経路は団地内通

路が 345ｍと大半を占めているのに対し，利用経路では団地内通

路は132ｍに限定され，緑地内緑道が305ｍ，公園内緑道が152ｍ

と緑道が優占している。最短経路，利用経路ともに最小幅員は１

ｍと狭い。しかし，最短経路の幅員1ｍ区間は，約150ｍ続くのに

対し，利用経路の幅員１ｍ区間は，起点から約 100ｍの団地内通

路のみである。最大縦断勾配は最短経路で16.6％と急な勾配の区

間があるのに対し，利用経路は 7.3％と最短経路と比較して緩や

かな勾配となっている。また，平均縦断勾配は最短経路で5.3％， 

表－7 最もよく行く公園までの経路の選択理由 

人数（人） 割合（％）

55 71.4

33 42.9

13 16.9

11 14.3

15 19.5

7 9.1

30 39.0

12 15.6

6 7.8

0 0.0

4 5.2

77 100.0

選択理由

自宅から最も近い経路だから

車の通行がなく、安全に行けるから

人通りがあって、安心していけるから

段差や急な坂がなく歩きやすいから

その他

有効回答数

路面が舗装されていて雨の日でも歩きやすいから

ベンチなどの休憩施設や東屋などの休憩場所があるから

緑が多くて、心地よいから

紅葉や花など、四季の変化を楽しめるから

お店や集会所、お医者さんなど立ち寄る場所があるから

知人や友人などの立ち寄る家があるから

公園内 緑地内

（m） （m） （m） （m） （m） （m）

10％未満 101 1,025 1,917 5,229 1,719 9,991
10～20％ 146 396 0 198 0 740
20～30％ 164 309 0 0 0 473
30％以上 58 0 0 0 0 58

計 469 1,730 1,917 5,427 1,719 11,262

区画道路
団地内
通路

計
緑道

利用
集積度

幹線道路
の歩道

表－5 利用集積度別の道路種別 

樹林地 低木地 草地 合計

（m） （m） （%） （%） （%） （%） （%）

① 区画道路 10～20％ 25 9 1.9 39.2 0.0 0.0 39.2

② 公園内緑道 10～20％ 132 5 5.8 70.8 0.0 3.2 74.0

③ 公園内緑道 20～30％ 16 3 2.9 97.9 0.0 0.0 97.9

④ 公園内緑道 30％以上 58 3 1.3 100.0 0.0 0.0 100.0

⑤ 公園内緑道 10～20％ 14 2 7.6 84.3 0.0 0.0 84.3

⑥ 区画道路 10～20％ 48 5 0.3 0.4 0.0 9.6 10.0

⑦ 区画道路 10～20％ 125 7 2.2 41.0 0.0 24.5 65.5

⑧ 公園内緑道 20～30％ 148 3 1.4 83.9 0.0 5.7 89.6

⑨ 緑地内緑道 20～30％ 209 3 7.3 76.1 0.0 4.0 80.1

⑩ 緑地内緑道 20～30％ 100 3 1.9 73.7 0.0 0.0 73.7

⑪ 緑地内緑道 10～20％ 396 3 3.0 72.9 0.0 2.4 75.3

緑被率
経路
番号

道路
種別

利用
集積度

延長
距離

道路
幅員

縦断
勾配

表－6 利用集積度10％以上の経路特性 
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利用経路で 4.5％と利用経路の方が緩やかである。段差は最短経

路の３箇所に対し利用経路は１箇所と少ない。利用経路には階段

はなく，最短経路には85段ある。ベンチの数は最短経路で２箇所，

利用経路では５箇所である。緑被率を見ると，利用経路では

65.8％と最短経路の54.8％と比較して高くなっている。これらの

ことから，利用経路は最短経路と比較して，緑道の延長が長くな

っており，最大縦断勾配，平均縦断勾配ともに緩やかで，段差が

少なく階段もなく，緑被率が高いという経路特性を有しており，

選択理由としては指摘されていないものの，高齢者の移動経路の

選択に影響を与えているものと考えられる。 

ケースⅢの被験者の利用経路の選択理由は「車の通行がなく，

安全に行けるから」と「緑が多くて，心地よいから」である。こ

れ対して，最短経路は幹線道路の歩道が449ｍ，団地内通路が333

ｍ，区画道路が 188ｍを占めているが，利用経路では区画道路が

274ｍを占めるものの，緑地内緑道が616ｍ，公園内緑道が152ｍ％

と緑道が優占している。また，緑被率を見ると，利用経路では

55.3％と最短経路の23.8％と比較して高くなっている。このこと

から，利用経路は緑道を中心に選択されており，選択理由であげ

られている通り，最短経路と比べて，「車の通行がなく」かつ「緑

が多い」経路特性を有していることが確認できる。 

また，幅員については，最短経路の最小幅員は１ｍであるのに

対し，利用経路の最小幅員は３ｍ確保されている。最大縦断勾配

は最短経路で10.1％の区間があるのに対し，利用経路は7.3％と

最短経路と比較して緩やかな勾配となっている。また，最短経路，

利用経路ともに平均縦断勾配は 1.7％，1.4％とほぼ平坦である。

利用経路に段差はなく，最短経路は3箇所存在する。利用経路に

は階段はなく，最短経路には20段ある。ベンチの数は最短経路で

５箇所，利用経路は３箇所である。このことから，利用経路は被

験者が選択理由としてあげた「車の通行がなく」，「緑が多い」と

いうことに加えて，最小幅員が広く，勾配が緩やかで，段差や階

段がないという経路特性を有していることが明らかとなった。 

以上の結果より，３例と事例数は少ないものの，本研究におけ

る被験者の中には，60ｍから 300ｍ以上遠回りした経路を選択し

ているケースが認められた。その３ケースを見ると，利用経路は

最短経路と比較して，車との接触の危険性がない緑道の延長が長

くなることや緑陰の多い経路となっていることが確認でき，アン

ケート調査による被験者の利用経路の選択理由と利用経路の経路

特性とが整合していることが明らかとなった。さらに，被験者が

直接選択理由としては指摘していないものの，最短経路で最大縦

断勾配が10％以上の勾配の区間が回避され，８％以下の勾配の経

路が選択されているケースがあること。また，すべてのケースで

平均縦断勾配は最短経路より利用経路の方が緩やかになっている

こと。階段や段差を避ける，もしくはなるべく段数の少ない階段

の経路を利用している傾向が明らかとなった。なお，経路上のベ

ンチの数については最短経路と利用経路に一定の傾向が見出せず，

今回の調査ではあまり影響していないものと考えられるが，高齢

者の連続歩行可能な距離を考慮すると，さらに広域の事例調査な

どが必要となると考えられる。 

 

４．まとめ 

アンケートに回答した高齢者の９割以上が週２日以上は外出し

ており，ニュータウンの高齢化が進展する中でも，高齢者の屋外

レクリエーション行動へのニーズは高く，高齢者の移動を保障す

る経路のあり方を考えることは重要な意義を持つことが改めて確

認できた。高齢者の最もよく行く公園までの経路は，槇塚台住区

を東西に横断する緑道に集積しており，選択理由としては，公園

までの最短距離が最重要視されるものの，安全性や快適性を理由

にあげるものも多くみられた。従って，歩行者交通量の多くない

図－3 最短距離を選択していないケースⅠ 

図－4 最短距離を選択していないケースⅡ 

図－5 最短距離を選択していないケースⅢ 

最短 利用 最短 利用 最短 利用

526 846 363 589 985 1042

公園内 0 140 14 152 14 152

緑地内 0 394 0 305 0 616

141 175 0 0 449 0

117 16 4 0 188 274

269 120 345 132 333 0

2 2 1 1 1 3

6 7 7 6 7 6

6.6 8.2 16.6 7.3 10.1 7.3

3.7 2.8 5.3 4.5 1.7 1.4

54 41 85 0 20 0

3 3 3 1 3 0

7 3 2 5 5 3

43.6 55.3 45.4 64.2 21.9 53.4

0.0 1.3 0.2 0.0 0.0 0.0

7.8 4.9 9.2 1.6 1.9 2.0

51.4 61.5 54.8 65.8 23.8 55.3

道路種別
(m)

最大縦断勾配

草地

縦断勾配
（%）

幅員(m)

段差

低木地

平均縦断勾配

最小幅員

合計

緑被率
（%）

ケースⅠ ケースⅡ ケースⅢ

樹林地

最大幅員

階段数（段）

段差箇所数（箇所）

ベンチ数（基）

幹線道路の歩道

区画道路

団地内通路

緑道

延長距離(m)

表－8 最短経路を選択していないケースの経路特性 
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場合の幅員や地形等によりやむを得ない場合の勾配によって高齢

者の移動を保障する条件が満たされ，歩車分離により車との接触

の危険性がないことや樹木による緑被率が高く緑陰を歩くことが

できるといった緑道と屋外レクリエーション行動の主たる目的地

となる公園とが計画的にネットワーク化された泉北ニュータウン

の公園緑地系統は，高齢者の屋外レクリエーション行動に重要な

役割を果たしていることが明らかとなった。 

また，事例としては３例と少ないものの，本研究における被験

者の中には,最短経路ではなく，遠回りをして利用経路を選択する

ケースが確認できた。選択された経路としては緑道を優先して利

用しており，このことからも，計画的にネットワークされた公園

緑地系統の重要性がさらに指摘できる。また，利用経路は勾配が

緩やかであることや階段や段差が少ないことも確認できた。 

以上のように本研究の被験者に見られた傾向から,特に高低差

の大きい丘陵地に位置するニュータウンにおいては，縦断勾配

８％未満で階段や段差の少ないバリアフリー経路を確保すること

が高齢者の移動を保障する重要な要因であることが推察され，よ

く利用される緑道のバリアフリー対策の重要性が指摘できる。加

えて今後の課題としては，より広範な高齢者を対象とすることや

歩行が移動の主たる手段となる高齢者にとって，屋外レクリエー

ション行動ばかりではなく，買い物などの日常生活において不可

欠な行動についても調査を重ね，移動経路に関する事例を増やす

ことによって，高齢者の移動を保障する経路特性のあり方を探っ

ていくことが必要であると考えられる。 
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